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評価調査結果要約表 

１．案件の概要 

国名：ガーナ共和国 案件名：「技術教育制度化支援プロジェクト」 

分野：産業技術教育・職業訓練 援助形態：技術協力プロジェクト 

主管部署：ガーナ事務所 協力金額：4.88 億円（2010 年 12 月時点見込） 

協力期間 
2007 年 4 月～ 

2011 年 3 月 

先方関係機関：技術教育・職業訓練評議会（Council for 

TVET:COTVET）、パイロット校 3 校 

日本側協力機関：なし 

他の関連協力： 

技術教育計画開発調査（2000 年～2001 年） 

１－１ 協力の背景と概要 

 ガーナ共和国（以下、「ガーナ」と記す）では、技術教育・職業訓練（Technical and Vocational 

Education and Training：TVET）は複数の関係省庁が独自の教育訓練を実施しており、教育訓練の

内容やレベルに一貫性がなく、かつ各主官省庁による労働力の供給主導となっており、教育また

は訓練の内容も理論中心であるため、産業界が求める人材を育成することが困難な状況にある。

このため、わが国は 2000 年から約 1 年半にわたって「技術教育計画開発調査」をガーナと共同

で実施し、産業界のニーズに適合したレベルの教育を実施し、所要の技術能力を獲得する需要主

導型 TVET の導入が産業人材育成に対する 1 つの方策であるとの結論を得た。 

 ガーナはこの提言を受け入れ、職能基準訓練方式（Competency-Based Training：CBT 方式）を

自国の TVET 政策に採用する運びとなり、2006 年 7 月には技術教育・職業訓練評議会（Council for 

Technical and Vocational Education and Training：COTVET）設立法が国会で可決成立した。また、

同法に基づき 2007 年 11 月には、産業人材育成の監督調整機関である COTVET が正式に設置さ

れた。 

 JICA はこうした TVET 実施体制の準備を支援してきたが、COTVET 発足を受け、COTVET を

主たるカウンターパート機関とした技術協力プロジェクトを開始することとしてガーナ側と合

意した。本プロジェクトは、雇用社会福祉省管轄の国立職業訓練センター（National Vocational 

Training Institute：NVTI）及び教育省管轄のアクラ技術訓練センター（Accra Technical Training 

Center：ATTC）とアクラ・ポリテク（Accra Polytechnic：A-Poly）を試行校として、各校で機械

工学分野（上述の 3 校において順に、電気/電子工学、溶接、プラント・エンジニアリング）を

支援対象分野とし、COTVET 等 TVET 実施機関の組織能力強化及び試行校の教育・訓練実施能

力向上を通じて CBT 方式訓練の実施体制を確立することを目標に、2007 年 4 月から 2011 年 3

月までの予定で事業を実施している。 

 

１－２ 協力内容（プロジェクト開始時） 

（1） 上位目標 

１）需要主導型 TVET を導入する TVET 教育機関が増加する。 

２）資格認定制度が運用されている。 
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（2） プロジェクト目標 

TVET 実施機関の組織強化、人材育成及び需要主導型 TVET に基づく教育・訓練の試行を

通じ、需要主導型 TVET 導入に係る実施体制が強化される。 

（3） 成果  

１）成果 1：COTVET が設置され、TVET 実施機関の組織能力及び政策運営能力が獲得され

る。 

２） 成果 2：機械工学分野の需要主導型 TVET の試行実施により得られた教訓を通じ、TVET

実施の運営メカニズムが改善される。 

（4） 投入（終了時評価時点） 

【日本側】 

１）長期専門家派遣：合計 84.55 人/月 

２）テクニカル･オフィサー：合計 143.4 人/月 

３）研修員受入：国別研修 10 名（3 研修コース）、集団研修 3 名（3 研修コース） 

        第三国研修（南アフリカ、ボツワナ）6 名 

４）機材供与実績：5,747 万円 

５）現地業務費：合計 1 億 5 万円（第 1 年次 1,954 万 4,000 円、第 2 年次 1,671 万 6,000 円、

第 3 年次 1,529 万円、第 4 年次（見込み）4,850 万円） 

【ガーナ側】 

１）オフィス･スペースと運営管理（光熱費・水道） 

２）カウンターパート配置：中央レベル（COTVET 事務局長、CBT 担当課長、秘書室長）、

学校レベル（試行校教員計 17 名：各校における作業グループ構成員として参加） 

３）各試行校におけるワークショップ活動経費（参加者への参加費・交通費、配布資料のコ

ピー代等） 

 

２．評価調査団の概要 

調査者 木藤 耕一 総括/団長 JICA ガーナ事務所 次長（事業担当） 

中野 頼明 技術教育・職業訓

練 

海外職業訓練協会 海外協力課 技術顧問 

十津川 淳 評価分析 佐野総合企画株式会社 

主任研究員 

Mama Owusu TVET 政策 JICA ガーナ事務所 在外専門調整員 

（教育アドバイザー） 

福原 一郎 調査企画 JICA ガーナ事務所 所員 

梛野 耕介 評価補佐 JICA ガーナ事務所 在外評価専門員 

調査期間 2010 年 11 月 18 日～12 月 10 日 評価種類：終了時評価調査 

３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

（1） 成果 

成果 1：「COTVET が設置され、TVET 実施機関の組織能力及び政策運営能力が獲得される。」 
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-Mr. Stephen B Amponsah, Director of NVTI, and Member of COTVET Board 
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（1） NVTI-PTC 
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- Mr. Kwasi Boafo（Vice-Principal of ATTC） 

（3） A-Poly 

- Mr. AddoYobo, Director 

 

１－４ プロジェクトの概要 

１－４－１ ガーナ側実施機関 

本プロジェクトでは、技術教育・職業教育訓練評議会（COTVET）をカウンターパート機関とし、

雇用社会福祉省管轄の NVTI 及び教育省管轄の ATTC、A-Poly（アクラ・ポリテク）の 3 校を試行

校として位置づけ、各校において機械工学分野（各校にてそれぞれ電気/電子工学、溶接、プラン

ト・エンジニアリング）をパイロット分野とし、対象分野での CBT 方式による訓練の本格導入に

必要なパイロット訓練を準備・実施中である。 

 

１－４－２ 協力概要 

 プロジェクト開始当初承認されたプロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design Matrix：

PDM）は、2009 年 8 月に実施された中間レビューの結果に基づき活動の選択と集中を計り、成果

3「他分野における需要主導型 TVET 実施のための環境が整備される。」を本プロジェクトの範囲

から除外した。 

 

 終了時評価時の PDM の内容は以下のとおり。 

（1） 上位目標 

1） 需要主導型 TVET を導入する TVET 教育機関が増加する。 

2） 資格認定制度が運用されている。 

（2） プロジェクト目標 

 TVET実施機関の組織強化、人材育成及び需要主導型TVETに基づく教育・訓練の試行を通じ、

需要主導型 TVET 導入に係る実施体制が強化される。 

（3） 成果  

成果 1： COTVET が設置され､TVET 実施機関の組織能力及び政策運営能力が獲得される｡ 

成果 2： 機械工学分野の需要主導型 TVET の試行実施により得られた教訓を通じ､TVET 実施の

運営メカニズムが改善される｡ 

（4）活動 

1.1： COTVET、TVET 実施機関（ITAC、NTQC、訓練品質監督委員会（Training Quality Assurance 

Commitee：TQAC））及び機械工学分野における産業諮問委員会（Industrial Training Advisory 

Committee：ITAC）の設立 

1.2： ガーナ統一 CBT モデルの開発 

1.3： 機械工学分野における職能基準、資格認定基準制度の確立 

1.4： カリキュラム開発及び CBT 試行訓練実施に係るガイドラインの作成 

1.5： COTVET 主導による TVET 展開にかかわる知識・技能の習得を目的とした、TVET 関連

組織専門職員の育成 

1.6： 官民連携（PPP）の理解促進を目的としたシンポジウム・セミナー、メディアもしくはイ

ンターネットを通じた広報活動の実施 
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1.7： 上記活動のモニタリング・評価の実施 

2.1： 各校で選定しうるパイロット学科・職種を念頭において、機械工学の CBT を試験導入す

るパイロット校を選定する。 

2.2： CBT 試行校の機械工学分野（溶接及び電子／電気工学）訓練計画の策定 

2.3： 試行校における機械工学のカリキュラム（シラバス含む）開発 

2.4： 機械工学分野の企業内訓練実施ガイドライン及び訓練教材の開発 

2.5： ITAC 及び産業界による CBT 教材（シラバス、カリキュラムを含む）の承認 

2.6： TOT 教材の開発 

2.7： 試行訓練校の教員・指導員を対象とした TOT 及び評価の実施 

2.8： CBT 教材を活用する試行訓練の実施及び評価 

2.9： 試行訓練校におけるモニタリング・評価結果の、職能基準／資格認定基準制度策定プロセ

スへの反映 

2.10： 上記活動から得られた教訓の、その他 TVET 訓練機関が実施する訓練への反映 
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「強化」は実現できたと判断できる。しかしながら、同時に COTVET がいまだ人員不足などを主因

として、多くのステークホルダーが期待しているレベルには達していない点もまた事実である。 

以上の両観点から、プロジェクト目標の達成度は「高い」から一段階下の「おおむね高い」との判

断とした。 

 指標の達成状況については以下のとおりである。なお、本指標については成果指標と同内容の指標

（指標 1 や指標 2）や、達成度を測る指標として必ずしも適切ではないもの（指標 3）もあったため、

これら指標達成の度合いはあくまでも総合判断を行うための一要素として位置づけて評価を行った

旨付記する。 

 

 指標 1 については、試行校での対象学科に即した職能基準は既に作成済みであり、現在 COTVET

役員会の承認を待っている状況にある。訓練パッケージの達成状況については前述成果 2 の指標 1

と同様。 

 指標 2 の CBT アプローチによる訓練状況は、前述表３－３のとおりである。一部でドロップアウ

トも見られるが、多くの生徒は積極的に参加しており、当時の在校生は全て企業実習に参加した。 

 指標 3 の修了率については、そもそも CBT アプローチと既存の訓練手法の間で評価基準が異なる

ため、修了率の単純比較はできない。また、修了率、換言すればドロップアウト率は、一般的に生徒

の経済状況に拠る例が大半であり、訓練アプローチの優劣がドロップアウト率に影響を与えていると

は言い難い。そのため、指標 3 についてはその達成度を測る指標としては参考にとどめた。 

 指標 4 の関連ステークホルダーによる「COTVET への認識」については、これまでの TVET フォ

ーラムや企業実習、関係者を招いたワークショップ開催などを通して、その知名度は向上しており、

TVET セクターの主導組織として認識は高まったと判断できる。 

 指標 5が示すCOTVET職員の業務遂行能力は、プロジェクト期間を通して進展したと考えられる。

ただし、多くの職員は COTVET に入職した後に初めて CBT アプローチに触れる状況にあり、現時点

で有する知見はいまだなお発展途上といえる。その意味では、指標が示唆するマンデートに基づく業

務を仔細漏れなく遂行するレベルにはまだ達していないと判断した。 

 

３－４ プロジェクトの実施プロセス 

３－４－１ コミュニケーション 

 本プロジェクトでは日本人専門家とカウンターパート（COTVET 及び試行校）、プロジェクトス

タッフなど多様な関係者との間で円滑なコミュニケーションが取られてきた。 

定期的に実施されるウィークリー・ミーティング及びマンスリー・ミーティングにおいて、次週・

次月の活動計画と活動実績の確認がなされており、プロジェクトはミーティングを有効に活用して

きたものと評価できる。なお、主たるカウンターパートである COTVET とのミーティング頻度は

月次となっていたが、様々な活動タイミングを捉えてコミュニケーションを補足しており、プロジ

ェクト関係者間で意思疎通の問題は見られなかったことを付記する。 

また、プロジェクトは COTVET 内部にプロジェクトのブランチ・ユニットを構え、複数名を配

置するなど、コミュニケーション体制にかかる工夫も取り入れてきたことは高く評価できる（なお、

プロジェクト事務所はスペースの関係上、COTVET ではなく、ATTC 内に設けられていた）。 
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第４章 評価結果 

 

４－１ 評価 5項目の評価結果 

４－１－１ 妥当性 

（1） ガーナ政府の政策との整合性 

ガーナ教育セクターの基本政策である「教育戦略計画（ESP）2003-2015 年」及び本年改訂さ

れた「教育戦略計画 II（ESPII）2010-2020 年」においては、TVET セクターの充実・強化が取り

組むべき重点 4 分野のひとつとして掲げられている。計画の中で TVET セクターは「需要主導

型の訓練を通じて、教育の質を向上させることが重要である」としており、この点からも本プロ

ジェクトが焦点をあてた CBT アプローチにかかる活動はガーナ政府の政策と整合していると判

断できる。 

 

（2） 国別援助計画との整合性 

日本の対ガーナ国別援助計画（2006 年 6 月）においては、「自立的経済成長のための人造りと

経済社会基盤を含む基本条件の整備」を大目標としながら、「人材開発と基礎サービスの改善」

及び「民間セクターの競争力強化」に支援の優先順位が与えられている。そのうち後者の「民間

セクターの競争力強化」については、職業訓練体制の向上を取り組むべき課題のひとつとして掲

げている。 

本プロジェクトは、TVET セクターの中心的機関である COTVET をカウンターパートとしな

がら職業訓練体制を構築するプロジェクトであり、その目標は国別援助計画の示す優先課題に整

合している。 

 

（3） ターゲットグループ/カウンターパートの選定：COTVET 

① ニーズとの整合性 

TVET セクターを主導する機関として新設された COTVET にとって、その組織・人員の能

力強化を進めること、及び CBT アプローチを主対象とした様々な制度構築を進めていくこと

は、同組織にとって 初に取り組むべき 重要な課題であった。 

そのため、本プロジェクトが取り組んだ COTVET の組織強化、常任委員会の立ち上げ、TVET

セクターの運営にかかる様々な制度構築及び制度運営を支援する種々の書式・書類の整備等々

は、COTVET にとって非常に重要な取り組みであり、その支援活動はニーズに極めて整合し

ていたと考えられる。 

 

（4） ターゲットグループ/カウンターパートの選定： 

TVET 校全般及び試行校（ATTC、NVTI、アクラ・ポリテク） 

① ニーズとの整合性（TVET 校全般） 

ガーナでは TVET 校卒業生の技術力が同国産業界の要求する技術レベルに到達しておらず、

産業界からは TVET 教育の改善を求める声が強く寄せられていた。また同時に、この両者間

のギャップは、結果的に TVET 校卒業生の就職難のひとつの要因ともなっていたため、TVET

校としては技術教育方法の見直しや教育の質の向上が必要であることを強く認識していた。 
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また 2 つ目の資格認証体制は終了時評価時点において、いまだ関係機関間の調整が終了してい

ない。そのため、上位目標達成時期として PDM が定めている 2016 年をめどとして、COTVET

を中心に如何なる決定・調整がなされるか現時点での判断は難しい状況である。 

 

なお、指標の観点を付記すると、指標 4）を除いた全指標が CBT アプローチを採用する学校

が増加することによって自動的に増加（＝達成）する性質のものである（指標 4）の 30％につい

ては増加数の程度が問われるため、自動的な達成とはならない）。加えて、指標 6）に示す修了

率については、CBT アプローチの採用によって上昇するといった明確な相関関係があるとは言

えず、適切な指標とはいえない。本指標の採用を継続するか否かについては検討が必要である。 

 

（2） その他インパクトの発現 

① プラス・インパクト 

 産業界と TVET セクターのコミュニケーション深化 

産業界と TVET セクターのコミュニケーション頻度が深化した。COTVET の常任委員会に

は産業界の代表が多数参画し、様々な制度を作成するために頻繁な会合を設けてきた。このよ

うなコミュニケーションの深化は、今後の企業実習を拡大させる局面などで直接・間接的に好

影響を与える可能性が期待できる。 

 

 CBT 卒業生の就職率向上の見込み 

CBT アプローチによる 初の卒業生が 2010 年 12 月になるため、就職率の向上や学生の技

術能力が職場において及ぼす影響などについて現時点では測定ができない。しかしながら、本

プロジェクトが実施した企業実習においては、学生の技術能力が受け入れ企業先で高く評価さ

れた例が多く、就職率の向上や卒業生が職場での即戦力となることは高い確率で想定できる。 

（学生の能力・評判を示す例） 

＊ 溶接学科の学生が高い就職競争率を経て、ただ 1 人の就職内定を得た（ガーナでは卒業

前に内定を取ることは異例）。 

＊ 企業実習受け入れ先の企業が、学生の技術力を高く評価し、学生を卒業後に会社に受け

入れたいと表明した。 

 

 CBT 手法の浸透・ECOWAS 諸国への普及可能性 

TVET フォーラムや ECOWAS による TOT ワークショップを通して、CBT アプローチの知名

度及び理解度が向上した。長期的な観点からは、CBT の普及に繋がる可能性が考えられる。

特に ECOWAS は、ガーナを CBT アプローチの有効な先進事例として捉えており、今後

ECOWAS 内の 15 カ国を対象としてガーナの制度や経験が普及する可能性がある。 

 

② マイナス・インパクト 

 特筆すべきマイナスのインパクトは生じていない。 
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⑥ Assessment Instrument   （評価要領） 

⑦ Assessment Marking Guideline   （評価基準） 

である。 

上記のうち、⑦の評価基準については校内の評価とは別に第三者機関等の認証によることが訓練

コースの修了条件であることから、各校サイドでの展開状況の評価としては⑦の評価基準を外して、

①から⑥までのドキュメント（訓練パッケージ）が完成しているかどうかについて判断を行った。

その結果、以下のようなことが判明した。 

3 パイロット校においては、夫々に作業を進捗させていたため、その成果物の完成度はマチマチ

であるNVTI校においては計画した訓練コースで必要とされる 132件のすべての訓練パッケージの

作成が完了しているところから、達成度評価は“高”と判断をした。ATTC 校に於いては、同じく必

要とされる 120 件のうち、清書タイプが未了な文書が 24 件で、いまだ編集を要するものが 3 件あ

ったが、これらは多少の時間を要するもののおおむね完成しているものとし、やはり達成度評価は

“高”と判断をされる。 

一方、Accra Polytechnic 校の場合は、対象訓練科が三年制のコースであり、また、必要とされる

総訓練パッケージ数が 324 件と大量であるので、その達成度は高くは無い。調査段階時点で、完了

した訓練パッケージが 210 件（65％達成）であり、準備中のモノが 36 件（11％）となっている。

そして、いまだ 78 件（24％）のドキュメント作成が手付かずの実施前の状態であった。そのため、

達成度は準備中のモノを加味しても 76％（＝65％＋11％）程度である。検討すべき科目数が他の 2

校に比べて圧倒的に多い状況を勘案し、達成度評価を“やや高”と判断をした。しかしながら、投入

する訓練機材の遅れなども考慮すれば、この数値は多いに評価できる。（詳細は付属資料 2「教材

進捗状況表」参照。） 

 

６－２－２ 業界の求める技能者像の養成について 

 職業訓練または技術教育においては、訓練/教育の開始時に指導員/教師は対象とする訓練生/生徒

が当該訓練/教育修了時に持つべき技能者像/技術者像について明確にその人間像を記しておく必

要がある。それが訓練目標であり、教育目標である。そしてそれを規定しているのが国家の職業訓

練基準である。CBT 方式訓練においては、Occupational Standard （職務能力標準）としてその人間

像が描かれる。本来、国家の職業訓練基準がそこを確りと把握し適宜に修正を行っていれば、常に

技術の進歩や業界の必要とする技能者の養成に問題は出ない。しかし、現実はその修正に遅れが出

たり、諸般の状況からその間に乖離が生じたりすることは否めない。 

 その意味で、本 CBT 方式では実施時に数回にわたり業界のニーズを把握し、その要望に沿った

職能標準を設定してから訓練細目を決定している。また、それらの職能標準も関係当局により認知

されていることから、かなり実際的な訓練展開が開始していると思料する。また、工場実習に赴い

た作業現場ではおおむね良好な反応を関係者から頂いている所から、本目論見は成功しているとい

える。しかしながら、技術革新の速度は非常に速いのであるから、常に業界との連携を図る必要が

ある。機能的には、各訓練校サイドでの調査・連携が望まれるが、収集した職能標準項目の追加・

修正を行って効果的に公的認証を得る為には、あるいは中立機関のメンバーも交えた恒久的な技術

委員会を COTVET 内部に設置し、定期的に情報収集を行う必要があろう。その努力が無ければ、

今回、作成した訓練パッケージもすぐに時代遅れのものになり得る事を承知して置く必要がある。 
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６－２－３ CBT 手法に確定について 

 今回のパイロット･コースの実施では、当該校で指名・参加された指導員諸兄が自ら訓練教科項

目毎の編成要領、教科の細目、指導案作成、指導教材作成と教科書/配布資料、等を逐次に作成し

てきた事は驚異に値する。しかしながら、本来、指導員/教員の役割は、訓練生/生徒に対する指導

である。その意味で、各単元･細目毎の授業で指導員自らが指導案を作成し、必要な教材や配布資

料を用意することは本来の役割である。 

 問題は、今後の他の訓練コースに対する展開である。上記の行動の中から、訓練ニーズの把握を

行い、職務能力標準の設定、教編要領の作成と細目の決定、評価基準の仕様設定、標準教科書の作

成、等の仕組みの根幹に係る事柄については COTVET が組織を作成し、各訓練施設から有能な指

導員/教員を招聘し、直接に運営を行う手法がより効率的ではないだろうか。そして、実際の訓練

職務実施のみに指導員が専念できるような制作が喫急に行われれば広範な地方化も実現しやすく

なる。今回の 3 訓練校では既にノウ・ハウの構築が出来ているはずであるから、それを COTVET

自身が共有する必要があるからである。 

 このやり方には反論があるかも知れない。すなわち、今回の手法が成功したのは指導員自らがニ

ーズ把握を行い、中身を 1 つずつ吟味し、配布資料までの教材作成に携わってきたから良い結果が

得られたのだという説である。 

 しかし、CBT 訓練の主な目的とは訓練生を業界のニーズに即応するための訓練手法であって、

指導者の Competency 向上を図ったものではないからである。すなわち、訓練の中身を確定してい

く事と指導員訓練（TOT）を同時に行うのは、本来、正当なやり方とは言えない。この 2 つの目標、

訓練生の的確な能力の付与と指導者の指導能力向上を同時に図ることには無理が生じやすいから

である。 

 

６－２－４ 指導員/教員の役割とは何か？ 

 パイロット校の実習場を視察して、中間調査時から大きく変化したものがあった。それは NVTI

校と ATTC 校の当該実習場が整然と整理され、機能的になっていたことである。特に、ATTC 校溶

接科実習場では、当然なことではあるが安全通路がきちんと黄色ペイントで整備され、切削屑や溶

接スラグなども整理されていた。5S 運動や Kaizen 手法を持ち出すまでも無く、これらの指導がき

ちんとできることが現場指導員の職務である。 

 ただ、漫然と実習に取り組むのではなく、常に周辺に眼配りを行い、次の作業への段取りを構築

できるのが、真の指導員像である。一般に作業現場で行動規範（Discipline）と云われているもの

の指導は、指導員自身が毎日、身を以って示すことが必要であり、そこから効率的な作業や 5S 運

動に繋がるのである。CBT 訓練の次の目標は、全国展開であろうが、忘れてはならないのはこの

行動規範の構築である。 

 視察させて頂いた作業現場が決して整理・整頓が出来ている場所ではなかっただけに、今後のこ

の CBT 手法に拠る卒業生が各作業現場に於いて 5S 運動のリーダーとなれるようになれば、CBT

も完成に向かうと思料する。 
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